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臨海部ビジョンの改定にあたって 

 

 

 川崎臨海部は約１００年前に、浅野総一郎が埋立事業や企業誘致を行い、戦後の高度

経済成長期に飛躍的に発展を遂げ、日本経済を支えてきました。その後、環境問題や産

業空洞化を経験する過程で、企業を中心に地域全体が新陳代謝を繰り返し、高度な研究

開発機能等の集積が進んできました。 

 激動の世の中においても、川崎臨海部が発展し続け、本市の「力強い産業都市づくり」

の中心として市民サービスや雇用を支えるだけでなく、産業拠点として世界の模範とな

るような地域を目指して、平成３０（２０１８）年３月に、企業をはじめとする様々な

関係者のみなさまとともに３０年後を見据えた臨海部のビジョンを策定しました。 

策定から５年が経過し、臨海部ビジョンに基づく取組を進めてきたことにより、キン

グスカイフロントのまちづくりの概成など、具体的な成果が創出するとともに、産業構

造の変化による大規模な土地利用の転換や、２０５０年にカーボンニュートラルの実現

を目指すなど、社会経済環境が大きく変化しています。こうした中、川崎市は、令和６

（２０２４）年に市制１００周年を迎え、次の１００年に向けて、川崎臨海部が持続的

に発展し、日本の成長を牽引するとともに、世界へ貢献する役割をしっかりと果たして

いくため、この度、リーディングプロジェクトを改定いたしました。 

 臨海部ビジョンでは、川崎臨海部が目指す３０年後の将来像として、新たな時代に求

められる「豊かさを実現する産業が躍動」し、川崎臨海部の風土を活かした「多様な人

材や文化が共鳴」する地域を掲げています。しかし、ビジョンを掲げただけでは魅力的

な地域は実現しません。理想を現実のものにするためには、臨海部に関わる全ての人が

ビジョンを共有し、実現に向けて協力し合い、それぞれの役割のもとに全力で取り組む

ことが不可欠です。 

３０年後も輝き続ける川崎臨海部の実現に向けて、共に取り組んでいきましょう。 

 

令和５（２０２３）年６月  川崎市長 
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